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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子文書の領域を示す領域情報と、前記電子文書を格納する格納先を示す格納先情報と
、前記格納先の電子文書の雛型である雛型電子文書の雛型情報とを対応付けて記憶する記
憶手段と、
　前記電子文書及び前記雛型電子文書を表示する表示手段と、
　前記格納先が指定されたとき、前記記憶手段によって前記格納先に対応付けて記憶され
る領域情報に対応する領域を他の領域に比べて拡大表示するよう、前記表示手段を制御す
る入出力制御手段と
　を有する電子文書処理装置。
【請求項２】
　前記入出力制御手段は、
　前記格納先が指定されたとき、前記電子文書と、前記記憶手段によって前記格納先に対
応付けて記憶される前記雛型電子文書とを縮小表示し、縮小表示された前記電子文書及び
前記雛型電子文書において、前記記憶手段によって前記格納先に対応付けて記憶される領
域情報に対応する領域を他の領域に比べて拡大表示する
　請求項１に記載の電子文書処理装置。
【請求項３】
　前記記憶手段は、複数の前記領域情報と、前記格納先情報とを対応付けて記憶し、
　前記入出力制御手段は、
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　前記格納先が指定されたとき、前記記憶手段によって前記格納先に対応付けて記憶され
る複数の前記領域情報に対応する複数の領域を他の領域に比べて拡大表示する
　請求項１に記載の電子文書処理装置。
【請求項４】
　前記入出力制御手段は、
　前記格納先が指定されたとき、前記記憶手段によって前記格納先に対応付けて記憶され
る前記領域情報に対応する領域をポップアップ表示する
　請求項１に記載の電子文書処理装置。
【請求項５】
　コンピュータを、
　電子文書の領域を示す領域情報と、前記電子文書を格納する格納先を示す格納先情報と
、前記格納先の電子文書の雛型である雛型電子文書の雛型情報とを対応付けて記憶する記
憶手段、
　前記電子文書及び前記雛型電子文書を表示する表示手段及び
　前記格納先が指定されたとき、前記記憶手段によって前記格納先に対応付けて記憶され
る領域情報に対応する領域を他の領域に比べて拡大表示するよう、前記表示手段を制御す
る入出力制御手段
　として機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子文書処理装置及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、原稿の処理対象面から読み取った画像と、処理対象面の反対面から読
み取った裏写り画像とから、処理対象面に付された特定部分画像を検出して、処理対象面
から読み取った画像に分類情報を付して記憶手段に記憶する画像処理装置が記載されてい
る。
　特許文献２には、ユーザに注目される領域である複数の注目領域を画像から検出し、検
出した注目領域に基づいてサムネイル画像を生成し、注目領域が所定の順序又は所定の位
置関係で表示されるようサムネイル画像を表示する画像処理装置が記載されている。
　特許文献３には、地図の一部を拡大表示する一部拡大指令が入力された場合、拡大指示
された範囲内の地図画像を一時的に退避させるとともに、拡大指示された部分のみを拡大
して表示させた後、一部拡大指令が解除されたとき、一時的に退避された地図画像を用い
て地図画像を復元して表示させる地図情報管理システムが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－０７７１９７号公報
【特許文献２】特開２００９－０５５２７２号公報
【特許文献３】特開平０９－０５０５０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、電子文書を格納するとき、格納先の電子文書の雛型である雛型電子文
書を表示させ、電子文書の格納先を指定することができる電子文書処理装置及びプログラ
ムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　[電子文書処理装置]
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　請求項１に係る本発明は、電子文書の領域を示す領域情報と、前記電子文書を格納する
格納先を示す格納先情報と、前記格納先の電子文書の雛型である雛型電子文書の雛型情報
とを対応付けて記憶する記憶手段と、前記電子文書及び前記雛型電子文書を表示する表示
手段と、前記格納先が指定されたとき、前記記憶手段によって前記格納先に対応付けて記
憶される領域情報に対応する領域を他の領域に比べて拡大表示するよう、前記表示手段を
制御する表示制御手段とを有する電子文書処理装置である。
【０００６】
　請求項２に係る本発明は、前記表示制御手段は、前記格納先が指定されたとき、前記電
子文書と、前記記憶手段によって前記格納先に対応付けて記憶される前記雛型電子文書と
を縮小表示し、縮小表示された前記電子文書及び前記雛型電子文書において、前記記憶手
段によって前記格納先に対応付けて記憶される領域情報に対応する領域を他の領域に比べ
て拡大表示する請求項１に記載の電子文書処理装置である。
【０００７】
　請求項３に係る本発明は、前記記憶手段は、複数の前記領域情報と、前記格納先情報と
を対応付けて記憶し、前記表示制御手段は、前記格納先が指定されたとき、前記記憶手段
によって前記格納先に対応付けて記憶される複数の前記領域情報に対応する複数の領域を
他の領域に比べて拡大表示する請求項１に記載の電子文書処理装置である。
【０００８】
　請求項４に係る本発明は、前記表示制御手段は、前記格納先が指定されたとき、前記記
憶手段によって前記格納先に対応付けて記憶される前記領域情報に対応する領域をポップ
アップ表示する請求項１に記載の電子文書処理装置である。
【０００９】
　[プログラム]
　請求項５に係る本発明は、コンピュータを、電子文書の領域を示す領域情報と、前記電
子文書を格納する格納先を示す格納先情報と、前記格納先の電子文書の雛型である雛型電
子文書の雛型情報とを対応付けて記憶する記憶手段、前記電子文書及び前記雛型電子文書
を表示する表示手段及び前記格納先が指定されたとき、前記記憶手段によって前記格納先
に対応付けて記憶される領域情報に対応する領域を他の領域に比べて拡大表示するよう、
前記表示手段を制御する表示制御手段として機能させるためのプログラムである。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１及び５に係る本発明によれば、本構成を有していない場合に比べて、電子文書
を格納するとき、格納先の電子文書の雛型である雛型電子文書を表示させ、雛型電子文書
に対応付けられる格納先を電子文書の格納先として指定することができる電子文書処理装
置を提供することができる。
【００１１】
　請求項２に係る本発明によれば、請求項１に係る本発明による効果に加えて、本構成を
有していない場合に比べて、格納される電子文書と、格納先の電子文書の雛型である雛型
電子文書とを縮小表示させ、指定された領域を他の領域に比べて拡大表示して、電子文書
の格納先を指定することができる電子文書処理装置を提供することができる。
【００１２】
　請求項３に係る本発明によれば、請求項１に係る本発明による効果に加えて、本構成を
有していない場合に比べて、格納先に対応付けられた電子文書の複数の領域をほかの領域
に比べて拡大表示して、電子文書の格納先を指定することができる電子文書処理装置を提
供することができる。
【００１３】
　請求項４に係る本発明によれば、請求項１に係る本発明による効果に加えて、本構成を
有していない場合に比べて、格納先に対応付けられた電子文書の領域をポップアップ表示
して、電子文書の格納先を指定することができる電子文書処理装置を提供することができ
る。
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【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施形態に係る電子文書処理装置のハードウエア構成を示す図である。
【図２】第１の電子文書処理プログラムのソフトウエア構成を示す図である。
【図３】第１の電子文書処理プログラムの対応表記憶部２４４に記憶される対応表の例で
ある。
【図４】第１の電子文書処理プログラムの動作フロー（Ｓ１０）を示すフローチャートで
ある。
【図５Ａ】ディスプレイに表示される画面例である。
【図５Ｂ】ディスプレイに表示される画面例である。
【図５Ｃ】ディスプレイに表示される画面例である。
【図５Ｄ】ディスプレイに表示される画面例である。
【図５Ｅ】ディスプレイに表示される画面例である。
【図５Ｆ】ディスプレイに表示される画面例である。
【図６】第２の電子文書処理プログラムの動作フロー（Ｓ２０）を示すフローチャートで
ある。
【図７Ａ】ディスプレイに表示される画面例である。
【図７Ｂ】ディスプレイに表示される画面例である。
【図７Ｃ】ディスプレイに表示される画面例である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施形態を説明する。なお、以下の説明は本発明を実施するのにあたっ
ての一例に過ぎず、本発明が以下に説明される事項に限定されるわけではなく、必要に応
じて適宜変更可能である。
　例えば、以下の本発明の実施形態において、スキャン文書がファイルサーバのフォルダ
に格納されるとして説明しているが、これに限らず、電子文書処理装置内で作成された電
子文書が電子文書処理装置のフォルダに格納されてもかまわない。
　また、電子文書処理装置のディスプレイなどに、フォルダに格納しようとする電子文書
とともに表示されるのは、フォルダに格納される電子文書の雛型であるとして説明してい
るが、これに限らず、フォルダにすでに格納されている電子文書のいずれかであってもか
まわない。例えば、格納されている電子文書のうち、作成日が最も新しいものとしてもよ
い。
　なお、スキャン文書とは、スキャナによって読み取られた電子文書である。電子文書と
は、テキストデータ、図形データ及び画像データなどのいずれか又はこれらの組合せによ
って構成される電子データであり、記憶、編集及び検索などの対象となり、システム又は
利用者間において個別に送受信されるものをいい、これに類似するものを含む。また、電
子文書の雛型とは、同種の電子文書に共通する形式及び様式などを示す電子データであり
、電子文書を作成する際に見本となり得るものをいい、これに類似するものを含む。以下
、電子文書の雛型は、単に雛型と記載する。
【００１６】
　[電子文書処理装置のハードウエア構成]
　図１は、本発明の実施形態に係る電子文書処理装置１のハードウエア構成を示す図であ
る。図１に示すように、電子文書処理装置１は、メモリ１０、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓ
ｋ　Ｄｒｉｖｅ）などの記憶装置１２、ＣＰＵ１４、ディスプレイなどの出力装置１６、
キーボード及びマウス等の入力装置１８、及び、スキャナ及びファイルサーバなどの他の
装置とデータを送受信する通信インターフェース（以下、通信ＩＦ２０）２０から構成さ
れる。
　これらの構成要素は、制御バス２２を介して互いに通信可能に接続される。
【００１７】
　メモリ１０は、後述する電子文書処理プログラムなどを記憶する。
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　記憶装置１２は、スキャン文書などを記憶する。
　ＣＰＵ１４は、メモリ１０に記憶された電子文書処理プログラムなどに基づいて、スキ
ャン文書などに対する所定の処理が実行されるよう、電子文書処理装置１の動作を制御す
る。
　出力装置１６は、記憶装置１２に記憶された電子文書及び電子文書を格納するフォルダ
（例えば、通信ＩＦ２０を介して接続されるファイルサーバのフォルダ）などをアイコン
として表示する。
【００１８】
　入力装置１８は、ユーザから、電子文書に対する操作の入力などを受け付ける。
　操作の入力として、例えば、出力装置１６に表示されるアイコンに対し、マウスのカー
ソルをアイコンに重ねた状態でマウスのボタンを押下し（クリック）、そのままの状態で
マウスを移動し（ドラッグ）、移動後の場所でマウスのボタンを離す（ドロップ）ことが
挙げられる。
　なお、アイコンとは、電子文書処理装置１で実行される処理や処理の対象を、小さな絵
や記号として表現したものであり、サムネイルとは、電子文書の内容を縮小して表示する
画像である。
【００１９】
　[電子文書処理装置のソフトウエア構成]
　図２は、図１の電子文書処理装置１上で動作する第１の電子文書処理プログラム２４の
ソフトウエア構成を示す図である。
　図２に示すように、第１の電子文書処理プログラム２４は、入出力制御部２４０、電子
文書格納部２４２及び対応表記憶部２４４から構成される。
　このような構成により、スキャン文書が自動的にフォルダに格納されるとともに、自動
で格納されなかったスキャン文書はユーザによって手動でフォルダに格納される。
【００２０】
　入出力制御部２４０は、図１の入力装置１８がユーザによる操作（ユーザ操作）の入力
を受け付けた場合、このユーザ操作を電子文書格納部２４２に送信する。
　入出力制御部２４０からのユーザ操作が、図１の記憶部１４に記憶されるスキャン文書
を格納するものである場合、電子文書格納部２４２は、図１の通信ＩＦ２０を介して接続
されるファイルサーバのフォルダなどにスキャン文書を格納する（自動格納）。
　また、電子文書格納部２４２は、入出力制御部２４０からのユーザ操作に基づいて、通
信ＩＦ２０を介して接続されるファイルサーバのフォルダなどにスキャン文書を格納する
（手動格納）。
【００２１】
　自動格納の場合、電子文書格納部２４２は、記憶装置１２に記憶されたスキャン文書を
文字認識して、スキャン文書において、どの領域にどのような文字が含まれているかを解
析する。
　さらに、電子文書格納部２４２は、対応表記憶部２４４に記憶された対応表を読み出し
て、この対応表に基づいて、スキャン文書の種別を判断し、スキャン文書の種別に対応す
る格納先にスキャン文書を格納する。
【００２２】
　対応表は、例えば、図３に示す形式で対応表記憶部２４４に記憶される。図３に示すよ
うに、対応表において、'種別'２４６、'領域'２４８、'文字'２５０、'格納先'２５２及
び'雛型格納先'２５４という５つのデータ項目が対応付けられている。
　例えば、スキャン文書において、領域Ａ｛Ｘ＝０，Ｙ＝０，Ｗｉｄｔｈ＝１００，Ｈｅ
ｉｇｈｔ＝８０｝に'注文書'という文字が含まれる場合、スキャン文書の種別は'注文書'
と判断され、スキャン文書は'Z:¥注文書フォルダ'に格納される。
　なお、図３の対応表においては、スキャン文書の種別ごとに異なる領域が対応付けられ
ているが、同じ領域が対応付けられてもよい。また、格納対象となるスキャン文書等が、
複数の格納先に分けて格納されてもよく、この場合には、図３の対応表において'格納先'
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２５２が設定されなくてもよい。
　また、電子文書格納部２４２は、スキャン文書の画質が悪く文字認識できなかった及び
いずれのスキャン文書の種別にも該当しなかったなどの理由によって、いずれのフォルダ
にも格納されなかったスキャン文書（以下、未格納スキャン文書）の情報を入出力制御部
２４０に出力する。なお、電子文書格納部２４２は、未格納スキャン文書を予め定められ
たフォルダに格納してもよい。
【００２３】
　手動格納の場合、入出力制御部２４０は、未格納スキャン文書と、対応表の'格納先'に
記載されたフォルダとをアイコンとして表示するよう、図１の出力装置１６に出力される
情報を制御する。以下、アイコンとして表示されるオブジェクトはかぎカッコを付して（
例えば、「未格納スキャン文書」，「フォルダ」）記載し、オブジェクトそのものはかぎ
カッコを付さずに記載するものとする。
　また、入出力制御部２４０は、「未格納スキャン文書」を「フォルダ」にドラッグする
操作、及び、当該「フォルダ」においてドロップする操作などの入力を図１の入力装置１
８から受け付ける。
　入力装置１８によって「未格納スキャン文書」を「フォルダ」にドラッグするユーザ操
作の入力が受け付けられ、入出力制御部２４０によってこのユーザ操作が送信された場合
には、電子文書格納部２４２は、対応表記憶部２４４に記憶された対応表を読み出し、こ
の対応表に基づいて、対応表の'格納先'のうち、「フォルダ」に対応するフォルダを、「
未格納スキャン文書」に対応する未格納スキャン文書の格納先として指定する。
　また、入力装置１８によって「未格納スキャン文書」を「フォルダ」においてドロップ
するユーザ操作の入力が受け付けられ、入出力制御部２４０によってこのユーザ操作が送
信された場合には、電子文書格納部２４２は、「フォルダ」に対応するフォルダに、「未
格納スキャン文書」に対応する未格納スキャン文書を格納する。
【００２４】
　なお、入出力制御部２４０は、「未格納スキャン文書」を「フォルダ」から一定の距離
の領域にドラッグ（及びドロップ）するユーザ操作の入力を入力装置１８から受け付けて
もよい。
　この場合、電子文書格納部２４２は、「フォルダ」からの距離に応じて、「フォルダ」
に対応するフォルダを、「未格納スキャン文書」に対応する未格納スキャン文書の格納先
として指定するか、「フォルダ」に対応するフォルダに、「未格納スキャン文書」に対応
する未格納スキャン文書を格納する。
【００２５】
　さらに、入力装置１８によって「未格納スキャン文書」が「フォルダ」にドラッグする
ユーザ操作の入力が受け付けられた後、入出力制御部２４０は、ドラッグされる前の位置
において、「未格納スキャン文書」に対応する未格納スキャン文書をサムネイル表示し、
「フォルダ」の近傍において、指定された'格納先'に対応する'雛型格納先'に格納されて
いる雛型をサムネイル表示するとともに、未格納スキャン文書のサムネイル及び雛型のサ
ムネイルにおいて、指定された'格納先'に対応する'領域'を拡大表示するよう、出力装置
１６に出力される情報を制御する。
　なお、各サムネイルが表示される位置は、上記に説明した位置に限定されず、サムネイ
ルどうしが重ならないように表示される位置などであればよい。
【００２６】
　　図４は、図１の電子文書処理装置１上で動作する第１の電子文書処理プログラム２４
の動作フロー（Ｓ１０）を示すフローチャートである。
　図４に示すように、ステップ１００（Ｓ１００）において、図２の入出力制御部２４０
が、図１の入力装置１８によって、スキャン文書を格納するユーザ操作の入力が受け付け
られたか否かを判定する。ユーザ操作の入力が受け付けられた場合には、ステップ１０２
の処理に進み、そうでない場合には、ステップ１００の処理を繰り返す。
　ステップ１０２（Ｓ１０２）において、図２の電子文書格納部２４２は、ステップ１０
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０で受け付けられたユーザ操作を実行する。具体的には、電子文書格納部２４２は、スキ
ャン文書を文字認識した解析結果を用いて、図２の対応表記憶部２４４に記憶された対応
表に基づいて、スキャン文書の種別を判断し、スキャン文書の種別に対応する格納先にス
キャン文書を格納する。なお、スキャン文書が複数ある場合には、スキャン文書それぞれ
について、ステップ１０２の処理を繰り返す。
【００２７】
　ステップ１０４（Ｓ１０４）において、電子文書格納部２４２は、記憶装置１２に記憶
された全てのスキャン文書がフォルダに格納されたか否かを判定する。全てのスキャン文
書が格納された場合には、処理を終了し、未格納スキャン文書がある場合には、ステップ
１０６の処理に進む。
　ステップ１０６（Ｓ１０６）において、入出力制御部２４０は、未格納スキャン文書と
、対応表の'格納先'に記載されたフォルダとをアイコンとして表示するよう、図１の出力
装置１６に出力される情報を制御する。なお、ステップ１００の処理後、ステップ１０６
の処理が行われてもかまわない。この場合、自動格納はなされず、手動格納のみがなされ
ることになる。
【００２８】
　ステップ１０８（Ｓ１０８）において、入出力制御部２４０が、入力装置１８によって
、「未格納スキャン文書」を「フォルダ」にドラッグする、及び、当該「フォルダ」にお
いてドロップするユーザ操作の入力が受け付けられたか否かを判定する。ユーザ操作の入
力が受け付けられた場合には、ステップ１１０の処理に進み、そうでない場合には、ステ
ップ１０８の処理を繰り返す。
　ステップ１１０（Ｓ１１０）において、電子文書格納部２４２は、対応表の'格納先'の
うち、ステップ１０８におけるドラッグ先の「フォルダ」に対応するフォルダを、ステッ
プ１０８においてドラッグされた「未格納スキャン文書」に対応する未格納スキャン文書
の格納先として指定する。
【００２９】
　ステップ１１２（Ｓ１１２）において、入力装置１８によって「未格納スキャン文書」
が「フォルダ」にドラッグする操作の入力が受け付けられた後、入出力制御部２４０は、
ドラッグされる前の位置において、「未格納スキャン文書」に対応する未格納スキャン文
書をサムネイル表示し、「フォルダ」の近傍において、指定された'格納先'に対応する'
雛型格納先'に格納されている雛型をサムネイル表示するとともに、未格納スキャン文書
のサムネイル及び雛型のサムネイルにおいて、指定された'格納先'に対応する'領域'を拡
大表示するよう、出力装置１６に出力される情報を制御する。
【００３０】
　ステップ１１４（Ｓ１１４）において、入出力制御部２４０は、入力装置１８によって
、ステップ１１２においてドラッグされた「未格納スキャン文書」を「フォルダ」におい
てドロップするユーザ操作の入力が受け付けられたか否かを判定する。ユーザ操作の入力
が受け付けられた場合には、ステップ１１０の処理に進み、そうでない場合には、ステッ
プ１０８の処理に戻る。
　ステップ１１６（Ｓ１１６）において、電子文書格納部２４２は、ステップ１１４にお
けるドロップ先の「フォルダ」に対応するフォルダに、ステップ１１４においてドロップ
された「未格納スキャン文書」に対応する未格納スキャン文書を格納する。
　ステップ１１８（Ｓ１１８）において、電子文書格納部２４２は、ステップ１０６にお
いてアイコン表示された全ての未格納スキャン文書がフォルダに格納されたか否かを判定
する。全ての未格納スキャン文書が格納された場合には、処理を終了し、そうでない場合
には、ステップ１０８～１１８の処理を繰り返す。
【００３１】
　以下、図５を参照して、出力装置１６であるディスプレイ（不図示）に表示される画面
例などを説明する。
　図５Ａは、図４のステップ１０６において表示される画面例である。
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　図５Ａに示すように、「未格納スキャン文書」１６０と、スキャン文書を格納する「フ
ォルダ」１６２（ここでは、「注文書」１６２－１、「納品書」１６２－２及び「請求書
」１６２－３）とが表示される。
【００３２】
　図５Ａの画面例においては、図５Ｂに示すように、「未格納スキャン文書」１６０は、
矢印１６４の方向に沿って、「フォルダ」１６２（ここでは、「注文書」１６２－１）に
ドラッグすることができる。「フォルダ」１６２にドラッグされた場合、「未格納スキャ
ン文書」１６０に対応する未格納スキャン文書及び「フォルダ」１６２に対応付けられる
雛型はサムネイル表示及び拡大表示がなされる。さらに、「未格納スキャン文書」１６０
は、「フォルダ」１６２においてドロップすることができる。「フォルダ」１６２におい
てドロップされた場合、「未格納スキャン文書」１６０に対応する未格納スキャン文書は
、「フォルダ」１６２に対応するフォルダに格納される。
　なお、以下、「フォルダ」１６２の階層数は１であるとしているが、２以上であっても
かまわない。「フォルダ」１６２が「サブフォルダ」（不図示）を有する場合には、「サ
ブフォルダ」のいずれかに「未格納スキャン文書」１６０がドラッグされたとき、サムネ
イル表示及び拡大表示がなされる。
【００３３】
　図５Ｃは、図４のステップ１１２において表示される画面例である。
　図５Ｃに示すように、「未格納スキャン文書」１６０が「フォルダ」１６２（ここでは
、「注文書」１６２－１）にドラッグされる前の位置１６６において、「未格納スキャン
文書」１６０に対応する未格納スキャン文書がサムネイル表示され、「フォルダ」１６２
の近傍１６８において、「フォルダ」１６２に対応付けられる雛型がサムネイル表示され
るとともに、「未格納スキャン文書」１６０に対応する未格納スキャン文書のサムネイル
及び雛型のサムネイルにおいて、「フォルダ」１６２に対応付けられる領域（ここでは、
上方中心に位置するタイトル部分）が拡大表示される。
【００３４】
　図５Ｄは、図４のステップ１１２において表示される別の画面例である。
　図５Ｄに示すように、「未格納スキャン文書」１６０が「フォルダ」１６２（ここでは
、「納品書」１６２－２）にドラッグされる前の位置１６６において、「未格納スキャン
文書」１６０に対応する未格納スキャン文書がサムネイル表示され、「フォルダ」１６２
の近傍１６８において、「フォルダ」１６２に対応付けられる雛型がサムネイル表示され
るとともに、「未格納スキャン文書」１６０に対応する未格納スキャン文書のサムネイル
及び雛型のサムネイルにおいて、「フォルダ」１６２に対応付けられる領域（ここでは、
上方左に位置するタイトル部分）が拡大表示される。
　このように、文書の種別ごとに異なる領域が拡大表示されてもよい。
【００３５】
　図５Ｅは、図４のステップ１１２において表示される別の画面例である。
　図５Ｅに示すように、「未格納スキャン文書」１６０が「フォルダ」１６２（ここでは
、「注文書」１６２－１）にドラッグされる前の位置１６６において、「未格納スキャン
文書」１６０に対応する未格納スキャン文書がサムネイル表示され、「フォルダ」１６２
の近傍１６８において、「フォルダ」１６２に対応付けられる雛型がサムネイル表示され
るとともに、「未格納スキャン文書」１６０に対応する未格納スキャン文書のサムネイル
及び雛型のサムネイルにおいて、「フォルダ」１６２に対応付けられる異なる複数の領域
（ここでは、上方左に位置する取引先名の部分及び上方中心に位置するタイトル部分）が
拡大表示される。
　このように、異なる複数の領域が拡大表示されてもよい。なお、異なる複数の領域は、
同時に拡大表示されてもよいし、一方の領域が拡大表示され、予め定められた時間が経過
した後、もう一方の領域が拡大表示されることが繰り返されてもよい。
【００３６】
　図５Ｆは、図４のステップ１１２において表示される別の画面例である。



(9) JP 5477640 B2 2014.4.23

10

20

30

40

50

　図５Ｆに示すように、「未格納スキャン文書」１６０が「フォルダ」１６２（ここでは
、「注文書」１６２－１）にドラッグされる前の位置１６６において、「未格納スキャン
文書」１６０に対応する未格納スキャン文書がサムネイル表示され、「フォルダ」１６２
の近傍１６８において、「フォルダ」１６２に対応付けられる雛型がサムネイル表示され
るとともに、「未格納スキャン文書」１６０に対応する未格納スキャン文書のサムネイル
及び雛型のサムネイルにおいて、「フォルダ」１６２に対応付けられる領域（ここでは、
上方中心に位置するタイトル部分）がポップアップ表示される。
　このように、領域はポップアップ表示されてもよい。
【００３７】
　以下、図１の電子文書処理装置１上で動作する第２の電子文書処理プログラム２６を説
明する。
　第２の電子文書処理プログラム２６は、第１の電子文書処理プログラム２４と同様のソ
フトウエア構成を有する。
【００３８】
　図６は、図１の電子文書処理装置１上で動作する第２の電子文書処理プログラム２６の
動作フロー（Ｓ２０）を示すフローチャートである。
　図６のステップ２００～２０４及び２１２～２１４（Ｓ２００～２０４，２１２～２１
４）において、図４のステップ１００～１０４及び１１６～１１８（Ｓ１００～１０４，
１１６～１１８）と同様の処理が行われる。
【００３９】
　ステップ２０６（Ｓ２０６）において、図２の入出力制御部２４０は、未格納スキャン
文書と、対応表の'表示文書格納先'に格納されている電子文書とをサムネイル表示し、未
格納スキャン文書のサムネイル及び電子文書のサムネイルにおいて、'表示文書格納先'に
対応する'領域'を拡大表示するよう、図１の出力装置１６に出力される情報を制御する。
　例えば、入出力制御部２４０は、未格納スキャン文書と、対応表に記載されている'表
示文書格納先'に格納されている雛型とを、同一ウィンドウ内でサムネイル表示するとと
もに、未格納スキャン文書のサムネイル及び雛型のサムネイルにおいて、雛型を格納する
'表示文書格納先'に対応する'領域'を拡大表示するよう、出力装置１６に出力される情報
を制御する。
【００４０】
　なお、ステップ２０４における処理後、他のステップを経ていない場合には、入出力制
御部２４０は、例えば、対応表の最上行に記載されている'表示文書格納先'に格納された
雛型をサムネイル表示するよう、出力装置１６に出力される情報を制御する。
　ステップ２０４における処理後、ステップ２０６～２１０を経ている場合には、ステッ
プ２１０における判定の繰り返し回数に応じて、入出力制御部２４０は、例えば、対応表
の最上行から繰り返し回数と同じ行数ぶん下に記載されている'表示文書格納先'に格納さ
れた雛型をサムネイル表示するよう、出力装置１６に出力される情報を制御する。入出力
制御部２４０は、ステップ２１０における判定が１回行われた後には、ステップ２０６に
おいて、対応表の最上行から１行下に記載されている'表示文書格納先'に格納された雛型
をサムネイル表示するよう、出力装置１６に出力される情報を制御する。
【００４１】
　ステップ２０８（Ｓ２０８）において、入出力制御部２４０は、未格納スキャン文書を
ステップ２０６でサムネイル表示された雛型に対応付けられるフォルダに格納するユーザ
操作、及び、未格納スキャン文書と、ステップ２０６でサムネイル表示された雛型とは異
なる雛型とをサムネイル表示するユーザ操作の入力を図１の入力装置１８から受け付ける
。
　例えば、入出力制御部２４０は、サムネイル表示された雛型に対応付けられるフォルダ
を未格納スキャン文書の格納先として決定するためのボタン、及び、未格納スキャン文書
と、対応表の最上行から１行下に記載されている'雛型格納先'に格納された雛型とを、同
一ウィンドウ内でサムネイル表示するためのボタンを表示するよう、出力装置１６に出力
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される情報を制御する。
【００４２】
　ステップ２１０（Ｓ２１０）において、入出力制御部２４０は、ステップ２０８で入力
装置１８が入力を受け付けたユーザ操作の内容を判定する。ステップ２０８において、フ
ォルダに格納するユーザ操作の入力が受け付けられた場合には、ステップ２１２の処理に
進み、サムネイル表示するユーザ操作の入力が受け付けられた場合には、ステップ２０６
の処理に戻る。
【００４３】
　以下、図７を参照して、図１の出力装置１６であるディスプレイ（不図示）に表示され
る画面例などを説明する。
　図７Ａは、図６のステップ２０６において表示される画面例である。
　図７Ａに示すように、同一ウィンドウ１７０内に、未格納スキャン文書のサムネイル１
７２、フォルダに格納される文書の雛型（ここでは、納品書の雛型）のサムネイル１７４
、前の雛型に戻るボタン１７６、次の雛型に進むボタン１７８、表示中の雛型１７４に対
応付けられるフォルダを未格納スキャン文書１７２の格納先として決定する格納ボタン１
８０、及び、ウィンドウ１７０を閉じるボタン１８２が表示される。なお、破線は無効化
されていることを示す。ここでは、前の雛型が存在せず、戻るボタン１７６は無効化され
ている（次の雛型が存在しない場合も同様）。
【００４４】
　図７Ａに示すように、未格納スキャン文書及び雛型はサムネイル表示され、さらに、雛
型の格納先に対応付けられる領域（ここでは、タイトル部分）が拡大表示されている。
　ここに示すように、未格納スキャン文書のサムネイルで拡大表示されている文字等が、
雛型のサムネイルで拡大表示されている文字等とは異なる場合には、ユーザは、未格納ス
キャン文書は表示中の雛型に対応付けられるフォルダに格納されるべきではないと判断す
る。このような場合には、ユーザは、格納ボタン１８０を押下せず、進むボタン１７８を
押下し、次の雛型が表示されるのを待つ。
【００４５】
　図７Ｂは、図７Ａの画面例において、進むボタン１７８が押下された後に表示される画
面例である。
　図７Ｂに示すように、同一ウィンドウ１７０内に、未格納スキャン文書のサムネイル１
７２、フォルダに格納される文書の雛型（ここでは、納品書の雛型）のサムネイル１７４
、戻るボタン１７６、進むボタン１７８、格納ボタン１８０及び閉じるボタン１８２が表
示される。
　図７Ｂに示すように、未格納スキャン文書のサムネイルで拡大表示されている文字等が
、雛型のサムネイルで拡大表示されている文字等とは異なる場合には、ユーザは、未格納
スキャン文書は表示中の雛型に対応付けられるフォルダに格納されるべきではないと判断
する。このような場合には、ユーザは、格納ボタン１８０を押下せず、進むボタン１７８
を押下し、次の雛型が表示されるのを待つ。
【００４６】
　図７Ｃは、図７Ｂの画面例において、進むボタン１７８が押下された後に表示される画
面例である。
　図７Ｃに示すように、同一ウィンドウ１７０内に、未格納スキャン文書のサムネイル１
７２、フォルダに格納される文書の雛型（ここでは、納品書の雛型）のサムネイル１７４
、戻るボタン１７６、進むボタン１７８、格納ボタン１８０及び閉じるボタン１８２が表
示される。
　図７Ｃに示すように、未格納スキャン文書のサムネイルで拡大表示されている文字等が
、雛型のサムネイルで拡大表示されている文字等とは同じである場合には、ユーザは、未
格納スキャン文書は表示中の雛型に対応付けられるフォルダに格納されると判断する。こ
のような場合には、ユーザは、格納ボタン１８０を押下し、未格納スキャン文書を表示中
の雛型に対応付けられるフォルダに格納する。
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【００４７】
　以上説明したプログラムについては、記録媒体に格納して提供してもよく、また、通信
手段を介して提供してもよい。つまり、「プログラムを記録したコンピュータ読み取り可
能な記録媒体」の発明として捉えてもよい。
　「プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、プログラムのイ
ンストール、実行、プログラムの流通などのために用いられる、プログラムが記録された
コンピュータで読み取り可能な記録媒体をいう。なお、記録媒体としては、例えば、デジ
タル・バーサタイル・ディスク（ＤＶＤ）であって、ＤＶＤフォーラムで策定された規格
である「ＤＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ－ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＡＭ等」、ＤＶＤ＋ＲＷで策定された規
格である「ＤＶＤ＋Ｒ、ＤＶＤ＋ＲＷ等」、コンパクトディスク（ＣＤ）であって、読出
し専用メモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）、ＣＤレコーダブル（ＣＤ－Ｒ）、ＣＤリライタブル（Ｃ
Ｄ－ＲＷ）等、ブルーレイ・ディスク（Ｂｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ（登録商標））、光磁
気ディスク（ＭＯ）、フレキシブルディスク（ＦＤ）、磁気テープ、ハードディスク、読
出し専用メモリ（ＲＯＭ）、電気的消去及び書換可能な読出し専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ
）、フラッシュ・メモリ、ランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）等が含まれる。
【００４８】
　そして、前記のプログラム又はその一部は、前記記録媒体に記録して保存や流通等させ
てもよい。また、通信によって、例えば、ローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）、
メトロポリタン・エリア・ネットワーク（ＭＡＮ）、ワイド・エリア・ネットワーク（Ｗ
ＡＮ）、インターネット、イントラネット、エクストラネット等に用いられる有線ネット
ワーク、あるいは無線通信ネットワーク、さらにこれらの組み合わせ等の伝送媒体を用い
て伝送させてもよく、また、搬送波に乗せて搬送させてもよい。
　さらに、以上説明したプログラムは、他のプログラムの一部分であってもよく、あるい
は別個のプログラムと共に記録媒体に記録されていてもよい。また、複数の記録媒体に分
割して記録されていてもよい。また、圧縮や暗号化など、復元可能であればどのような態
様で記録されていてもよい。
【符号の説明】
【００４９】
１　　　　電子文書処理装置
　１０　　ＣＰＵ
　１２　　メモリ
　１４　　記憶装置
　１６　　出力装置
　１８　　入力装置
　２０　　通信ＩＦ
　２２　　制御バス
　２４　　第１の電子文書処理プログラム
　２４０　入出力制御部
　２４２　電子文書格納部
　２４４　対応表記憶部
　２６　第２の電子文書処理プログラム
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